


























































































































































































































































































































































駒野　高崎先生は 1925（大正 14）年にお生まれになり、1937（昭和 12）年の日中全面戦争、さらに、
1941（昭和 16）年の太平洋戦争の勃発などをはじめ、戦争の全期間、幼少期・青年期を過











































































































































































































































































































































































































































高崎　1944（昭和 19）年の３月、私が満 18 歳の時です。1925（大正 14）年、1926（大正 15）
12　高崎隆治『戸田城聖　1940 年の決断』（2002 年２月、第三文明社）、62 頁。




















15　当時の状況を知るために、久保義三編著『現代教育史事典』（2001 年 12 月、東京書籍）参照。
学徒出陣　1943 年の学徒出陣にあたっては、同年 10 月の文部省通達「昭和 18 年度臨時兵役調査ヲ受
クベキ学生生徒ノ取扱ニ関スル件」（発専 149 号）により翌年９月に卒業見込みの学生を「仮卒業」と
する処置がとられた。さらに 1944 年９月 14 日の文部省通達「仮卒業証書授与者等ニ対スル卒業証書授
与ニ関スル件」（発専 216 号）では戦死者などに氏名に「故」をつけて卒業証書を与える処置がとられ、
























































































４．1945 年８月 15 日
法政大学へ復学（1945 年 10 月１日）





















































































高崎　そうですね。1948（昭和 23）年４月から 1975（昭和 50）年３月までです。合計すると















































































































































































27　戸田城外・山田高正『推理式読方指導』は、1933 年４月 15 日、城文堂より発刊。この指導書には五年生
用と六年生用があり、また上下二巻から成り立っている。



































29　戸田城聖の小学校教師としての経歴を、『年譜　牧口常三郎・戸田城聖』（1993 年 11 月、第三文明社）に
基づき、以下に記す。
1917（大正６）年６月 20 日、尋常科准訓導の検定試験に合格し、翌 1918（大正７）年６月 25 日、真谷
地尋常小学校（夕張郡登川村真谷地）に代用教員として採用される。この時、本科正訓導の資格を取る


































































































後記　本インタビューは、2003 年 12 月 20 日、2004 年５月８日、11 月 13 日の計３回に渡って
行われたものを編集したものである。なお、本文と脚注における引用文中の傍点、および〔　〕
内は、インタビュアー（＝駒野晃司）による挿入である。
―編集部より―
このインタビュー記事はもともと『創価大学学生平和論集』第３集（創価大学学生自治会
発行、2005 年、28―54 頁）に掲載されたものである。高崎氏ご遺族、創価大学学生自治会
はじめ、本誌での再掲載をお許し下さった関係者の方々に謝意を表したい。
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戦時下ジャーナリズム研究家・高崎隆治氏インタビュー「戸田城聖の平和思想」 
